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ライダとは
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ライダと他の3Dセンサの比較
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ライダの測距方式
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様々な応用
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市販のライダ
原則，TOF方式
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光ビーム走査の全電子化のメリット
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全電子式光ビーム走査デバイス
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全電子式光ビーム走査の試み
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ACCELプロジェクトでの開発
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スローライトとは
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技術開発の詳細
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全電子式光ビーム走査の実証
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光フェーズドアレイとの比較
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ライダの構築
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実用化に向けた課題

• チップの作り込み，各部の低損失化，それによる高感度化

• 熱光学効果の安定的な制御，耐久試験

• 3Dイメージ（点群映像）の取得を全自動化してライダとして完

成させ，フィールド試験を可能にする

• 各用途に向けた仕様の明確化と，その実現に向けた最適化

• 電子回路のワンチップ化による全体の小型化

• 企業での生産に向けては，Siプロセスファブや実装業者，

レーザメーカーとの協業，低コスト化
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Siフォトニクスプロセスの利用

• 単独のウエハ製造費用は約1億円（500チップ／ウエハ枚）．

ただし費用は枚数には比例しないので，作るほど低コスト化．

量産すれば500円／チップと予想．

• レーザとファイバ実装の費用を加えて，将来は1万円を期待．

実装の低コスト化は重要（電子回路やソフトは別途必要）

• 開発段階であれば，シャトルプロセスの利用で低コスト化も

可能（AISTのプロセスなら400～500万円／30チップ）
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企業様へ

• 企業様が目的とする応用に向けて，本ライダ技術の完成度

を高め，実用化してもらうことを期待しています．

• 自社には応用が無くても，本ライダと整合する技術をお持ち

の企業様に製造企業となっていただくことも期待します．

• 従来のライダだけでなく，物体の動き（速度や振動）をイメー

ジ化する新しい応用展開にも有効と思われます．

• 三菱総研様の調査によれば，車載，携帯端末，他の応用で

ライダの市場規模は2025年に1兆円に迫ります．
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3Dセンサの様々な応用
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お問い合わせ先

横浜国立大学
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